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医療事前指示書医療事前指示書

エンディングノートエンディングノート

・受けたい医療
・代理決定者
・受けたい医療
・代理決定者

・葬儀やお墓の準備
・遺言書の作成
・財産の整理
・身の回りの生前整理

よりよい人生の計画よりよい人生の計画
希望通りの人生の
締めくくりの準備
希望通りの人生の
締めくくりの準備

終活終活
将来の意思決定が難しくなる場合に備え
て、自分の治療方針や療養に関する心配事、
大切にしている価値観について、患者や家
族、医療者と一緒に話し合い、それに基づ
いてケアを計画する包括的なプロセス

将来の意思決定が難しくなる場合に備え
て、自分の治療方針や療養に関する心配事、
大切にしている価値観について、患者や家
族、医療者と一緒に話し合い、それに基づ
いてケアを計画する包括的なプロセス

将来、医療についての決断能力を失った
場合に、自らに行われる医療行為につい
ての希望を前もって伝達するための文書

将来、医療についての決断能力を失った
場合に、自らに行われる医療行為につい
ての希望を前もって伝達するための文書

人生の最期を考える人生の最期を考える
～アドバンス・ケア・プランニング～～アドバンス・ケア・プランニング～

　みなさんは「終活」を知っていますか？自分の人生の終わりに向けた活動で、葬儀やお
墓の準備、遺言書の作成、財産の整理、身の回りの生前整理を行うことです。
　一方で、近年では、残された人生をどう過ごしたいかを考える「人生会議（アドバンス・
ケア・プランニング）」が注目されています。
　今月は、「人生会議（アドバンス・ケア・プランニング）」について紹介します。

 人生会議（アドバンス・ケア・プランニング）とは
　人生会議（アドバンス・ケア・プランニング、以下、
人生会議）とは、将来の意思決定が難しくなる場合に
備えて、自分の治療方針や療養に関する心配事、大切
にしている価値観を患者や家族、医療者と一緒に話し
合い、それに基づいてケアを計画する包括的なプロセ
スです。
　例えば、病気やけがで自分の意志を伝えられなくなっ

たとき、家族や医療スタッフがあなたの希望を知ってい
れば、自分が望む治療やケアを受けることができます。
　そして、人生会議は「残された人生をどう過ごした
いか」を考える大切な機会でもあります。
　自分がどんな生活を送りたいか、どんなことを大切に
したいかを話し合うことで、より充実した時間を過ごす
ことができます。

終末期の過ごし方の意向を示す準備と言葉の関係終末期の過ごし方の意向を示す準備と言葉の関係
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 若く元気なうちから人生の締めくくり方を考える
　人生の最期に向けた準備というと、どうしても「ま
だ早い」「縁起でもない」と感じるかもしれませんが、
突然の病気や事故など、予期せぬ出来事は誰にでも起
こり得ます。心身ともに元気なうちにこそ、自分の意
思や価値観を整理し、周囲に共有しておくことが、将
来の安心につながります。
　単に「事前指示書やエンディングノートに書き残す」
といった一方的な作業ではなく、家族や医療・介護の
関係者と一緒に話し合いながら進める「プロセス」が
重要です。
　また、人の価値観や希望は、年齢や生活環境、健康
状態の変化によって少しずつ変わっていくものです。
定期的に見直し、必要に応じて更新していくことも大
切です。

あなたが大切に
していることは
何ですか？

あなたが大切に
していることは
何ですか？

信頼できる人や
医療・ケアチームと
話し合いましたか？

信頼できる人や
医療・ケアチームと
話し合いましたか？

話し合いの結果を
大切な人たちに伝えて
共有しましたか？

話し合いの結果を
大切な人たちに伝えて
共有しましたか？

あなたが
信頼できる人は
誰ですか？

あなたが
信頼できる人は
誰ですか？

何度でも繰り返し考え
話し合いましょう

何度でも繰り返し考え
話し合いましょう

出展：厚生労働省 もしものときのために「人生会議」
　　  パンフレットをもとに一部改変

0101

　近年、医療現場でも療養者の意思決定を尊
重することが求められるようになっています
が、医療者は、療養者がどのような人生プラ
ンを描いているのかはわかりません。
　事前に伝えておくことで、望む医療やケア
を受けることができます。

自分の思ったとおりの
最期を迎えるために

0303

　人生の締めくくり方を考えることは、キャ
リアや家庭と同じように、人生設計の一部で
す。
　自分らしい生き方を最後まで貫くために
は、最期の過ごし方も含めて計画することが
大切です。

人生設計に
「最期」を含める

0202

　病気や高齢になったとき、死を意識したと
きには、冷静に自分を見つめることが難しい
かもしれません。家族も同様です。
　元気なうちに考えておくことで、いざとい
うときに自分の考えを思い出し、周囲も判断
しやすくなります。

冷静に考えることが
難しい状況になる前に

0404

　死は誰にでも必ず訪れるものであり、その
時期は予測できません。
　だからこそ、若いうちから「自分はどう生
き、どのような最期を迎えたいのか」を考え、
準備しておくことが、より良い人生の締めく
くりにつながります。

死は100％
誰にでも訪れる
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　もう治らない病気で人生の最期
を迎えるときに、これまで本人が
どうしたいかを考えたことがない
ため、そのまま病院で残りの人生
を過ごすケースが多くあります。
　しかし、元気なうちから自分の
最期をどうしたいか考え続け、ど
んな音楽を聴きたいか、何を食べ
たいか、どんな匂いが好きかなど
を周りの人と話すことで、いざ自
分の人生が終わりに近づいたとき、
自分の希望を実行できるのではな
いかと思い、活動を始めました。

　一人暮らしの方は、自分の考え
や希望をあらかじめ文書にしてお
くと安心です。
　また、友人だけでなく、町内会
や民生委員など、身近な人とのつ
ながりを大切にしておくことで、
いざというときに支えになってく
れるかもしれません。
　それでも、もし本当に誰ともつ
ながりがないと感じている場合に
は、地域包括支援センターに相談
してみましょう。地域包括支援セ
ンターは、介護のことだけでなく、
生活全般の相談にも対応してくれ
る場所です。ご相談の内容にあわ
せて、必要なサービスや支援機関
へお繋ぎします。

　終活というと、息を引き取る瞬
間や亡くなった後のお墓や財産の

　人生 100 年時代と言われる今、
人生のスタートは親がいて、子供
が生まれる前から準備が始まりま
す。色々なものを揃えたり、どん
な風に育てようかと考えたり、母
親教室や父親教室に通ったりして
準備をします。そして子供が生ま
れてから 18 歳になるまで、ゆっ
くりと教育をして大人に育てます。
　しかし、人生の最後の大事な締
めくくりの準備についてはあまり
考えられていません。最初の準備

　終活や在宅での療養継続を可能
にする看護援助について研究して
いる北海道医療大学看護福祉学部
竹生礼子教授にお話を伺いました。

 元気な今こそ考えたい、人生のしまい方

“ 好き ” を語ることが第一歩“ 好き ” を語ることが第一歩

最期の準備も、人生の一部最期の準備も、人生の一部

“ 誰かに伝える ” が“ 誰かに伝える ” が
　　　　　あなたを守る　　　　　あなたを守る

自分の希望を伝える自分の希望を伝える

と同じように、最後の準備もして、
自分がこうしたいと思う通りに
やってみてはどうでしょうか。
　年老いてお金も体力もなくなり、
病気になってから急に考えるので
は遅いです。元気で働いているう
ちに考え始めましょう。
　アドバンス・ケア・プランでは
なく、「プランニング」です。直前
に計画したのでは、ING になりま
せん。計画し続けることが大切で
す。

ことを考えることが多いですが、
それだけでは不十分です。
　そこに向かうまでの間、いかに
快適に満足して暮らすか、死に向
かっているけれど、生きている間
を大事にすることをポイントにし
ているのが、人生会議です。
　また、昔は忖度や察してくれる
ことが期待されていましたが、今
は自分の希望をはっきり言わない
と伝わらない時代です。医学教育
や看護教育でも、本人の意思を最
大限尊重するように教えられてい
ます。ですが、本人がどんな意思
を持っているかが分からないと、
当然どうしていいか分からないの
で、自分の希望を伝えることが大
切です。
　それは周りのみんなに迷惑をか
けることではなく、助けることに
なります。

出前講座を利用しませんか？ テーマ 内容 時間
元気なときから考えておきたい
自分の医療
～病気になっても自宅で過ごす方法～

重い病気になっても、住み慣れた自宅
で暮らすための医療について学びます。

60 ～
90 分

今から取り組む明るい終活
～人生の終末期の過ごし方を考える～

人生の終末期には、どこでどのように
暮らし、どのように見送られたいのか、
自分の考えを見つめ、伝える練習をし
ます。

90 分

　健康づくりや福祉に関する情報などの
講座をご希望の場所まで出向いて行なっ
ています。５人以上集まればどなたでも
ご利用できます。費用は無料です。

【問合せ】　☎23-3637
北海道医療大学看護福祉学部
看護学科　竹生礼子
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事前指示書を作ってみましょう事前指示書を作ってみましょう

聞きたい音楽や音

好きな匂いや香り

飾って欲しい花

好きな色

心地よいと感じるもの

食べたいもの

飲みたいもの

その他

してほしくないことや
嫌なこと

私らしさを表すことがら私らしさを表すことがら１１

終末期を迎えたときに終末期を迎えたときに22

終末期を迎える際の説明
□終末期を迎えた時に、そのことを伝えて欲しい
□終末期を迎えた時に、そのことを伝えて欲しくない

終末期を迎えることを、誰から伝えて欲しいか
□主治医（　　　　　）　□家　族（　　　　　）
□友　人（　　　　　）　□その他（　　　　　）

終末期を過ごす場所
□自宅　□ホスピス　□施設　□病院
□その他（　　　　　）

痛みや息苦しさへの対応
□痛みをとることで意識を低下することがあっても
　痛みをとって欲しい
□家族や友人と会話ができるくらいの意識は保てる
　程度に痛みをとって欲しい
□痛みをとるための薬は、なにも使わないで欲しい

口から食べられなくなったとき
□無理やり食べさせないで欲しい（口からも、チュー
　ブや注射でも栄養をとらなくていい）
□口から食べられるだけで食べたい（チューブや注
　射で栄養はとりたくない）
□チューブや注射を使って欲しい

呼吸が苦しくなったとき
□酸素吸入をして欲しい
□そのままにしておいて欲しい

意識が低下したとき
□そばで見守って欲しい
□ペットをそばにおいて欲しい
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　終末期の医療やケアの選択は、本人だけでなく、家族にとっても大きな決断です。あらかじめ自分の考えを記しておくこ
とで、迷いや後悔の少ない選択につながります。この項目では、あなたの「こうしてほしい」を残していきましょう。
※終末期…治る見込みのない病気にかかり、数週間から約半年で死を迎えることが予想される状態

ここに記した内容は、あくまで一例です。人生の状況や考え方
は変化していきます。事前指示書も定期的に見直しながら、継
続的に考えていくことが大切です。

　“ 自分を知る ” ことから始まるこの記録は、いざというときに、あなたの想いを周囲に伝える大切な手がかり
になります。

　「事前指示書」と聞くと、少し堅苦しく感じるかもしれませんが、実はその第一歩はとてもシンプルで、楽しい
ものです。自分らしさを表すものを思い浮かべてみてください。それは、これからの人生をより豊かに、そして
自分らしく過ごすためのヒントになります。

出展：スーディ神崎和代 / 竹生礼子 / 鹿内あずさ / 御厩美登里『医療事前指示書 私への医療・私の終末期はこうしてほしい』（ナカニシヤ出版、
　　 2016 年）をもとに一部改変


